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東京オリンピックと体育の日 校長 田口雅徳

１９６４年（昭和３９年）の１０月１０日から東京オリンピックが行われました。私は当時１才であり、記憶は全
くありませが、この年の１２月に妹が生まれたので、私が幼い頃は、妹の誕生と関わらせて東京オリンピック
のことが、家族の話題になっていたことを記憶しています。東京オ
リンピックの開会式が１０月１０日に行われ、、青空の中、ブルーイ
ンパルスが５色の五輪を描く演出は、当時、とても画期的であり、
そのすごさは当時を知らない私たちでも映像から理解ができます。
１０月１０日は、気象の観測史上、晴れる確率が高い特異日とさ
れており、現在でも特異日は続いています。この東京オリンピック
開会式の日を機に、１０月１０日が「国民がスポーツに親しみ、健
康な心身を培う日」として、国民の祝日に制定されました。現在は
ハッピーマンデー法により「体育の日」は１０月の第二月曜日になり、 【東京オリンピック開会式青空の五輪】

晴れの特異日との関係性は薄れてきました。「体育の日」を制定した東京オリンピックの果たした役割は、計
り知れないものがあります。「夢の超特急」と言われた新幹線の誕生や高速道路の整備等、日本が新し
い時代に変わる契機になりました。同時に、体力テストもこの年から始まりました。企業や自治体の運動会
もこの時期から多く開催されるようになり、５０年前に制定された「体育の日」は大きな役割を果たしました。
さて、こどもの体格の成長に反し体力の低下が問われ運動離れが進む現在、運動に親しむ子を育成

すべく学校現場においても、運動を日常的に行う子とそうでない子の二極化が進んでいます。本校におい
ても例外ではなく、昨年度のスポーツテストの結果では、体格面、体力面ともに全国平均を上まわっていま
すが、日常的に運動を行う子とそうでない子の差が広がっています。
平成２５年度から本校では、距離によって規定していた自転車通学から「届け出制による自転車通学」

に変更をしました。変更の理由は、生徒の体力向上のためであり、当時の校長が保護者に向けて次のよう
に説明をしています。『自分の足を使っての登校が体力の向上につ
ながります。心も体もいちばん成長する中学生の頃につけた体力こ
そが、一生の生活の基盤となります。部活動等においても足腰の
強さは、その種目の技術向上に欠かせない要素です。朝早く起き
て自力で登校することや、放課後に部活動で疲れた後に自力で
帰ることは非常に辛いことです。しかし、その辛さこそが成長や伸び
の第一歩です。（以下省略）』今では全校生徒の９７％が自転車

【自転車通学の様子】 での自力登校をしており、当時の校長の願いが受け継がれ、体力の
向上につながっています。今後は、朝運動の工夫改善、部活動とジュニアクラブとの連携の工夫を図るこ
とで、生徒のさらなる体力向上につなげたいと考えています。
今後、さらに国際化・高度情報化が進む社会、人生１００年と言われるこれからの社会、子ども達にたく

ましく生き抜く力を培うことは、学校の責務であると考えます。２０２０年の東京オリンピックが日本のすばらしさ
を世界の人々に発信する大会になることは間違いないでしょう。同時に２０２０年の「体育の日」が、次世代
を担う子ども達はもちろんのこと、国民がスポーツにさらに関心をもち、自らスポーツに親しむ習慣作りにつな
がる役割を果たしてほしいと願います。



平成３１年度全国学力・学習状況調査分析結果

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査は，国語，数学，英語の調査が実施されました。

英語については，ヘッドフォンマイクを使って「話すこと」の調査も行われました。結果は，全教科とも，

全国平均との差はほとんどなく，本校の学力は全国とほぼ同等であることが明らかとなりました。その中

で，特に，数学については全国との差は７％以上となっており高い水準を示していました。

具体的に設問別の正答率を目を向けると，国語の「話し合いの話題や方向を捉える」，「相手に分かりや

すく伝わる表現について理解する」，「伝えたい事柄について根拠を明確にする」や，数学の図形や計算過

程の「説明」に関わる問いの正答率が高くなっていました。このことは，これまで，本校生徒が大切にし

てきた学び合いを核とした学習の成果と捉えました。

一方で，国語の「文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉える」ことや数学の「関数関係を見いだ

し表現し考察する」ことに弱さが見られました。また，英語では，「簡単な語句や文で書かれたものの内

容を，正確に読み取ることができる」など，多くの英文を読まなくてもいい設問については，正答率は比

較的高い一方で，まとまりのある文を読んで話のあらすじを理解したり，文の大切な部分を理解したりす

ることに弱さが見られました。つまり，多くの文章や長い英文から情報を読み取ったり，２つの事象とグ

ラフといった多数の情報を結びつけて表現したりするような思考・判断・表現を今後さらに伸ばしていく

とよいことがわかりました。

生徒質問紙では，「自分にはよいところがある」の項目は「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」

の双方で見ると，８６．７％と高い値を示していました。これは，全国比で１２．６％も高い値です。こ

とからも自尊感情が育っていることが分かります。一方で，「家で，自分で計画を立てて勉強している」

の項目は，全国的に見ても低い値でした。また，勉強時間が少ないことも課題として見られました。

以上の結果を踏まえ，授業や教育課程の改善に生かしていきます。今後も，学校と家庭のそれぞれでで

きることをしっかりと行い，子どもに力をつけていくことが大切です。ぜひともよろしくお願いします。

令和元年度後期生徒会執行部・委員長の紹介

会 長 後藤 遼河 さん 学習委員長 高綱亜利沙 さん

副会長 石山 楽々 さん 図書委員長 長谷川志歩 さん

副会長 佐々木綾海 さん 合唱委員長 勝 和佳奈 さん

副会長 丸山みい菜 さん 生活委員長 糟谷 陽 さん

広 報 水野 幹也 さん 健康委員長 工藤 咲綺 さん

美化委員長 大作 純礼 さん

執行部・委員長のみなさん、よろしくお願いします！

＜学校ホームページの新着情報を随時更新しています！＞
＜ＵＲＬ＞ http://www.ena-gif.ed.jp/yamaoka-jまたは「山岡中学校ホームページ」で検索を。

表彰・活躍の紹介などは、学校ホームページ→学校生活→活躍・栄光の記録にて紹介しています。

１１・１２月の行事予定

１１月
１日（金）ＰＴ A 授業参観・講演会
７日（木）～１４日（木）ノーメディア週間

１４日（木）・ １５日（金）期末テスト
１６日（土）第２回資源回収

※生徒の活動（特に部活動）を支え
るため、ご家庭、地域のご協力を
よろしくお願いいたします。

１７日（日）資源回収予備日
２１日（木）恵那南地区中学校 合唱交流会
２３日（土）山岡中学校 合唱祭（土曜授業）
２８日（木）地域総合
３０日（土）山岡小読み聞かせボランティア

１２月

２日（月）～６日（金）三者懇談
５日（木）志の教育 車いすバスケット
６日（金）スケート大会観戦（１・２年生）

１１日（水）スケート教室
１８日（水）音楽 太鼓指導
２３日（月）～２５日（水）書き初め書道
２６日（木）二学期終業式（給食あり）


